
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  共
産
党
・
根
本
み
は
る
市
議 

自
民
ク
ラ
ブ 

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム 

公
明
党
市
議
団 

新
し
い
風
と
よ
た 

介護保険条例の一部を改正する条例に反対…給与所得控除の最低保障額の見

直しの影響で、市民税非課税となる方が第１段階の場合、保険料の年額が 1万 8,444 円

のところ、差額分 5万 1,516 円を多く負担することとなり、その上、介護給付費準備基

金で保険料の負担を軽減する市の裁量も認められない、国による制度改悪。 

  

× 〇 〇 〇 〇 

一般会計補正予算に反対…学校トイレ再整備が進むものの、豊田市駅西口施設整

備事業では、昨年の 6億円の増額補正に続き、今回、さらに「1億円」の増額。多額の

費用を使い続けてきた都心整備に対する検証と、駅を交通結節点として利

用するすべての利用者にとっての利便性、必要性を再度、検討すべき。  

  

× 〇 〇 〇 〇 

令和８年度一般会計予算に反対…企業への補助金、奨励金で交付を見込む事業

所のうち、大企業の数では 23％であるが、交付額は８億円余と全体の 49％を占める規模

であり、大企業に手厚い予算。「トリクルダウン」は今や破綻し、労働者の賃上げと、中

小零細企業の経営への影響を検証すべき。 

  

× 〇 〇 〇 〇 

水道事業・下水道事業会計予算に反対…水道料金・下水道料金の値上げはその

まま継続し、ウォーターPPP 導入では、トラブルの発生や、民間が撤退するなどの海外

の事例があり、また、自治体内部の技術継承・運営ノウハウが引き継がれない問題。 

  

 
 
× 〇 〇 〇 〇 

郷土資料館の跡地の売却に反対…郷土資料館は、本市の歴史・文化を伝え継ぎ、

長年にわたり市民とさまざまに関わり続け、かけがえのない価値を有しているが、その

価値を残して利活用する考えはなく、「コストの削減・効率優先」の手法により、跡地

を民間事業者へ売り払う議案。  

× 〇 〇 〇 〇 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

 ６月定例市議会では、市長からの２３件の議案と１件の同意案件、１件の議員

提出意見書に対し、日本共産党市議団・根本市議は、このうち、６議案に反対、

約７４％の１７議案、同意案件、議員提出意見書に賛成しました。主な議案につ

いての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

令
和
８
年
度
３
月
議
会
の
各
議

案
お
よ
び
、
予
算
議
案
に
対
し
、

根
本
み
は
る
市
議
は
、
１
議
案
に

賛
成
の
討
論
、
１
７
議
案
に
反
対

の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 賛

成
・
・
・
・
市
営
住
宅
条
例
の

一
部
改
正
で
、
入
居
期
間
制
度
で

今
回
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
高
齢
で
あ
っ
て
も
入
居

期
間
制
度
に
よ
り
、
退
去
を
迫
ら

れ
て
い
た
方
が
多
い
問
題
か
ら
、

高
齢
者
等
、
特
に
配
慮
が
必
要
な

場
合
で
、
退
去
を
迫
ら
れ
て
い
る

方
も
要
件
緩
和
の
対
象
に
含
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
暮
ら
し
を
支
え
る

地
域
で
の
つ
な
が
り
と
、
安
心
が

維
持
で
き
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。 

一
般
会
計
予
算 

地
域
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
導
入

な
ど
前
進
と
評
価
す
る
も
の
の
、

主
な
問
題
と
し
て
多
く
の
内
容
が

あ
り
ま
す
。 

ア
ジ
ア
・
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会

開
催
期
間
中
、
運
営
補
助
業
務
に

従
事
す
る
職
員
と
し
て
、
６
０
人

程
度
の
応
援
職
員
の
派
遣
依
頼
を

受
け
て
い
ま
す
が
、
市
職
員
の
時

間
外
勤
務
の
増
加
は
避
け
ら
れ

ず
、
一
層
の
時
間
外
勤
務
の
削
減

を
図
る
こ
と
が
必
要
。 

 

特
別
会
計
予
算 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

予
算
に
反
対…

令
和
８
・
９
年
度

の
年
間
の
１
人
当
た
り
保
険
料
額

は
、
令
和
６
・
７
年
度
と
比
較
し

て
５
，
１
６
３
円
増
え
、
１
０
万

８
，
５
４
４
８
円
と
な
り
ま
す
。

新
た
に
保
険
料
に
含
ま
れ
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」
１

人
当
た
り
平
均
２
，
５
７
６
円
を

合
わ
せ
た
年
間
の
保
険
料
額
は
、

１
１
万
１
，
１
２
０
円
に
も
な
り
、

改
定
の
た
び
に
保
険
料
が
上
が
り

続
け
て
、
市
民
は
限
界
で
す
。 

 

 ３月定例市議会では、市長からの６５件の議案と 1件の同意案件に対し、

日本共産党・根本市議は、このうち、５議案と１２予算議案（一般会計予

算、国保、介護保険、後期高齢医療の各特別会計補正と予算、水道事業、

下水道事業会計補正と予算）に反対、約７４％の４８議案、同意に賛成し

ました。主な議案についての各会派の賛否（〇×）は表のとおりです。 

 

http://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R040308B24/54153/10/1//3/%97%A7%92%6E/%90%84%90%69/%95%E2%8F%95%8B%E0/0#hit7


 

 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

広
報
と
よ
た
４
月
号
に
、
今
年
も

「
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希
望

し
な
い
場
合
は
除
外
申
出
を
」
の

「
お
知
ら
せ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
ど

れ
だ
け
の
市
民
に
知
ら
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。
防
衛
省
は
毎
年
、
高

校
や
大
学
の
卒
業
を
控
え
る
１
７

～
１
８
歳
や
２
１
～
２
２
歳
の
若

者
を
対
象
に
、
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
性
別
の
４
情
報
の
提
供
を
自

治
体
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。
自
衛
官

募
集
の
は
が
き
の
郵
送
な
ど
が
目

的
で
す
。 

 

２
４
年
度
に
紙
や
電
子
媒
体
で

名
簿
を
提
供
し
た
自
治
体
は
、
全
国

１
７
４
１
自
治
体
中
１
１
５
２
。
一

方
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
に
よ
る
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
は
４
５
２
自
治

体
で
２
３
年
度
比
で
２
３
減
少
し

ま
し
た
。
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
や

書
き
写
し
の
み
だ
っ
た
自
治
体
が

名
簿
提
供
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。 

定
員
割
れ
が
続
く
自
衛
官
の
募
集

難
を
背
景
に
、
政
府
は
自
治
体
へ
の

協
力
要
請
を
強
め
て
い
ま
す
。
自
衛

官
募
集
に
向
け
た
基
本
方
針
に
「
す

べ
て
の
市
区
町
村
か
ら
の
提
供
を

目
指
す
」
と
明
記
。
こ
れ
を
受
け
て

総
務
、
防
衛
両
省
は
、
昨
年
、
都
道

府
県
知
事
や
市
区
町
村
に
通
知
を

出
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
募

集
対
象
者
の
情
報
提
供
は
「
現
行
で

も
可
能
だ
」
と
し
て
協
力
を
促
し
ま

し
た
。 

 
こ
う
し
た
中
、
保
護
者
な
ど
の
市

民
が
声
を
上
げ
、
奈
良
県
山
添
村
や

福
岡
県
太
宰
府
市
な
ど
で
は
提
供

を
中
止
。
市
民
と
日
本
共
産
党
議
員

団
の
取
り
組
み
で
名
簿
提
供
か
ら

閲
覧
に
押
し
戻
し
た
自
治
体
も
あ

り
ま
す
。 

住
民
基
本
台
帳
法
に
は
外
部
に

情
報
を
「
提
出
」
で
き
る
と
い
う
規

定
は
な
く
、
国
や
自
治
体
が
法
令
で

定
め
る
事
務
を
す
る
際
に
「
閲
覧
」

で
き
る
、
と
し
て
い
ま
す
。 

明
確
な
法
的
根
拠
の
な
い
名
簿
の

提
供
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵

害
、
個
人
情
報
保
護
法
な
ど
に
違
反

す
る
に
当
た
る
と
し
て
、
奈
良
市
や

岐
阜
市
で
は
高
校
生
に
よ
る
、
自
衛

隊
名
簿
提
供
違
憲
訴
訟
も
起
き
て

い
ま
す
。 

  

４月１０日（金） 
１８：００～ 

金 曜 行 動 

集合：豊田市駅西マック前 
 
主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

原発 
ゼロ 

もとむら伸子 
前衆院議員 

◆法律相談は弁護士が 
 第２土曜日 午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

根本みはる 
豊田市会議員 

すやま初美 
党中央委員 


